














































































































































































































































































編にあたる1 ･ 2章と､分析編にあたる3-5章､そして､まとめにあたる6 ･ 7章から成る｡
理論編にあたる第1章｢序論｣では､本研究の目的と方法について述べる｡すなわち､日本語の方言語
嚢の中には､中央で使用されていた語が地方に伝播した結果､中央では生じなかった独自の意味変化を
起こしたものがあるが､その意味変化のパターン､要因､進行過程を明らかにすることを目的として設
定する｡また､方法論的には､既存の方言資料を利用するほか､臨地面接調査に基づいて把握した各地
方言の実態と､文献調査による中央語史とを対比的に検討することで成果を導くことを説明する｡さら
に､第2章｢先行研究｣では､この目的に関する先行研究を概観し､本研究の分析に活かすために､それ
＼
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らが含む課題を指摘する｡
分析編にあたる章のうち､まず､第3章｢｢ユズイ｣の意味変化｣では､関東･東北･九州で方言として
使用されているユズイの意味が異なることに注目し､これらの地域におけるユズイの意味変化の過程を
追うことで､中央から複数の地域に伝播した語が各地域でどのような意味変化を起こすのか､そのパター
ンについて論じる｡続く第4章｢廃棄を表す｢ナゲル｣｢ウッチヤル｣｢ホール｣｣では､廃棄を表すナゲル､
ウッチヤル､ホールの成立要因を通してて中央から地方に伝播した語が各地域で意味変化を起こすのは
なぜか､その要因について検討する｡さらに､第5章｢宮城県仙台市方言の程度副詞｢イキナリ｣｣では､
仙台市方言特有の程度副詞イキナリを取り上げ､地方における中央語由来の語の独自の意味変化はどの
ように進むのか､その進行過程について明らかにする｡
まとめにあたる第6章｢地方における中央語の孤立的な意味変化｣と第7章｢結論｣においては､以上
の論述を整理し､地方における独自の意味変化には､中央から伝播して来た語に対する各地域の対応の
違いが反映されており､そのような対応としては､在来の方言体系に取り込むために中央語の語の意味
を変化させる場合と､中央語に内在している意味変化の方向性を抑制せず実現させる場合とがあると結
論付ける｡
方言に取り込まれた中央語の要素や体系が独自の変化を遂げることは､従来､音韻やアクセントの面
で指摘されてきた｡それに対して､本論文は､そうした地方独自の変化が語の意味の面でも活発に発生
している事実とそのメカニズムを解明した｡この成果は､方言語嚢の適時的研究､および､方言形成研
究の発展に大きく寄与するものと評価される｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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